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院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
変
異
株
の
蔓
延
に
対
応
す
る
た
め
に
濃
厚
接
触
者
の
対

象
者
を
広
げ
る
必
要
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
行
政
検
査
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
今
後
の
取
組
」

（
令
和
二
年
八
月
二
十
八
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
（
保
健
所
を
設
置
す

る
市
及
び
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
が
多
数
発
生
し
て
い
る

地
域
等
に
お
い
て
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
御
指
摘
の
「
濃
厚
接
触
者
」
に
限
ら
ず
、
関
係
者
を

幅
広
く
検
査
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
濃
厚
接
触
者
の
定
義
」
に
つ
い
て
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
が
作
成
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
に
対
す
る
積
極
的
疫
学
調
査
実
施
要
領
」
（
以
下
「
要
領
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
示
し
て
お
り
、
要
領
に
つ
い
て

は
、
そ
の
時
々
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
同
研
究
所
が
随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
流
行
国
・
地
域
に
滞
在
歴
が
あ
る
入
国
者
等
の
方
々
の
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
Ｓ
Ａ
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二
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
方
の
情
報
及
び
検
体
送
付
の
徹
底
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
付

け
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
事
務
連
絡
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
「
懸
念
さ

れ
る
変
異
株
に
感
染
し
た
者
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
か
ら
の
感
染
拡
大
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
当

該
変
異
株
に
感
染
し
た
者
の
濃
厚
接
触
者
に
加
え
、
濃
厚
接
触
者
以
外
の
幅
広
い
関
係
者
へ
の
検
査
の
実
施
に
向
け
積
極
的

な
対
応
を
お
願
い
」
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
、
同
研
究
所
を
中
心
に
、
御
指
摘
の
「
変
異
株
」
に
関
す
る

情
報
も
含
め
、
国
内
外
の
様
々
な
情
報
を
収
集
し
て
科
学
的
知
見
の
集
積
に
努
め
る
と
と
も
に
、
要
領
の
見
直
し
に
つ
い
て

も
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


